
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 2002 

 

令和５年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語科 
英語コミュニケーション

Ⅱ 
３ ２ 

〇BIG DIPPER 

English communication Ⅱ 

〇ワークブック 

〇ベーシックノート 

〇WORD BOX 英単語帳 

〇Hyper Listening 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

〇聞く、読む、話す、書く、の４技能をすべて使い、英語で知識・技能と思考・判断・表現の能力を習得し

ていきます。授業では、ペーパーテスト（単語・熟語小テスト）とグループ発表等で評価していきます。 

〇授業では、いろいろな形で英語を使って表現をしてもらい、その準備、態度も含めて評価していきます。 

（例：トピックの要約や個人の意見を英作・発表をペア・グループワークやクラス発表等で行う） 

 

２ 学習の到達目標（「CAN-DO リスト」の形での学習到達目標） 

【第 2学年】 

領
域 

聞くこと 読むこと 
話すこと 

（やり取り） 
話すこと 
（発表） 

書くこと 

学
習
到
達
目
標 

◇決まった表現でゆっ

くりはっきりと話され

た天候、時間、物の値

段など、日常的に必要

なことがらについて、

内容を理解することが

できる。 

◇ゆっくりはっきりと

話されれば、駅や空港

等の短いアナウンスに

ついて自分に必要な情

報を聞き取ることがで

きる。 

◇50 語程度の英文を

後戻りすることなく一

定時間内に黙読して要

点を理解したのち、適

切なポーズをともない

音読することができ

る。 

◇簡単な語や表現を使

って書かれた短い物語

や伝記などを理解する

ことができる。 

◇天候、時間、物の値段

など、日常的に必要な事

柄について、決まった表

現や形式を用いて尋ね

たり、答えたりすること

ができる。 

◇前もって準備した上

で、について基本的な

語や表現を使って、複

数の文で描写すること

ができる。 

◇簡単な語や基礎的な

表現を用いて、日常的な

こと（好きなもの嫌いな

もの、学校生活など）に

ついて複数の文を書く

ことができる。 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観
点 

a 知識・技能 b 思考・判断・表現 c 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

〇英語の発音が正確にできる 

〇語彙が理解できる 

〇文として、内容が掴める 

〇英文で書かれているまとまった文を読

んで、内容を理解したうえで、大意を表

現できる（日本語、英語） 

〇グループやクラスで、発表するまで原

稿作成、発音練習、パフォーマンスが概

ねできている 

〇簡単な語や基礎的な表現を用いて、提

示されたトピックに関する複数の文を

英語で書いたり話したりしようとして

いる 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまり（領域）ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学期 
課 

“題材名” 
領域 評価規準 評価方法 

１ 

L1、L2 

 

聞く 

a:学校行事やだまし絵などに関する英文を聞きその内容を理解して

いる。  

b:学校行事やだまし絵などに関する英文を聞き概ねその内容がわか

る。 

c:学校行事やだまし絵などに関する英文を聞き、関心をもち聞き取ろ

うしている。 

授業中のワークシ

ョップ 

 

  読む 

 

a: 学校行事やだまし絵などに関する英文を読み、関心をもってその

内容を理解している。 

b: 学校行事やだまし絵などに関する英文を読んで概ねその内容がわ

かる。 

c: 学校行事やだまし絵などに関する英文をよんで、その内容を理解

しよとしている。 

小テスト 

授業中のワークシ

ョップ 

定期考査 

話す 

a: 学校行事やだまし絵などに関する内容に関して、英語で、伝えるこ

とができる。 

b: 学校行事やだまし絵などに関する内容に関して、概ね英語で表現

できる。 

c:学校行事やだまし絵などに関する内容に関して、関心をもち、自 

分の意見を表現しようとしている。 

授業中のワークシ

ョップ 

書く 

a: 学校行事やだまし絵などに関して、文法、語法も確認したうえで簡

単な英文で表現できる。 

b: 学校行事やだまし絵などに関して、簡単な英文で表現できる。 

c: 学校行事やだまし絵などに関して、自分の意見を英語で表現しよ

うとしている。 

小テスト 

課題提出 

定期考査 

中間考査 

L3、L4 

聞く 

a: 人の睡眠や EFL としての英語に関する英文を聞いて、その内容を

理解している。 

b: 人の睡眠や EFL としての英語に関する英文を聞いて、その内容を

概ね理解している。 

c:人の睡眠や EFL としての英語に関する英文を聞いて、その内容を

理解しようとしている。 

授業中のワークシ

ョップ 

読む 

a: 人の睡眠や EFL としての英語に関する英文を読んで、その内容を

理解している。 

b: 人の睡眠や EFL としての英語に関する英文を読んで、その内容を

概ね理解している。 

c: 人の睡眠や EFL としての英語に関する英文を読んで、その内容

を理解しようとしている。 

小テスト 

授業中のワークシ

ョップ 

定期考査 

話す 

a: 人の睡眠や EFL としての英語に関する内容に関して自分の考えを

簡単な英文で伝えることができる。 

b: 人の睡眠や EFL としての英語に関する内容に関して自分の考え

を、簡単に表現できる。 

ｃ:人の睡眠やEFLとしての英語,に関する内容に関して自分の考えを

表現しようとしている。 

授業中のワークシ

ョップ 

書く 

a: 人の睡眠や EFL としての英語に関する内容に関して自分の考えを

簡潔な英文を書くことができる。 

b: 人の睡眠や EFL としての英語に関する内容に関して自分の考え３

～４文程度の英語で表現できる。 

c:人の睡眠や EFL としての英語に関する内容に関して自分の考えを

表現しようしている。 

小テスト 

課題提出 

定期考査 

期末考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

L５、L６ 

聞く 

a: ユニバーサルデザイン、若宮正子に関しての英文を聞き、その内容

を理解している。 

b: ユニバーサルデザイン、若宮正子に関しての英文を聞き、その内

容を概ね理解している。 

c:ユニバーサルデザイン、若宮正子に関しての英文を聞き、その内容

を聞き取ろうとしている。 

授業中のワークシ

ョップ 

読む 

a: ユニバーサルデザイン、若宮正子に関する英文を読み、その内容を

理解している。 

b: :ユニバーサルデザイン、若宮正子に関する英文を読み、その内容

を概ね理解している。 

小テスト 

授業中のワークシ

ョップ 

定期考査 
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２ 

ｃ:ユニバーサルデザイン、若宮正子に関しての英文を読み、その内容

を理解しようとしている。 

話す 

a: ユニバーサルデザイン、若宮正子に関して自分の考えを簡潔に英

語で伝えることができる。 

b: ユニバーサルデザイン、若宮正子に関して自分の考えを５文程度

で表現できる 

c:ユニバーサルデザイン、若宮正子に関する内容で、5 文程度の英文 

で表現しようとしている。 

授業中のワークシ

ョップ 

書く 

a: ユニバーサルデザイン、若宮正子関する内容に関して自分の考え

を簡潔に書くことができる。 

b:ユニバーサルデザイン、若宮正子に関する内容に関して自分の考え

を 5 文程度書ける。  

c:ユニバーサルデザイン、若宮正子関する内容に関して自分の考えを

書こうとしている。 

課題提出 

定期考査 

中間考査 

L7L8 

聞く 

a: 自然に着想を得た発明や保存食に関する英文を聞いて、その内容

を理解することができる。 

b: 自然に着想を得た発明や保存食に関する英文を聞いて、概ねその

内容を理解できる。 

c:自然に着想を得た発明や保存食に関する長めの英文を聞いて、未知

の表現があっても聞き続け、内容を理解しようとしている。 

授業中のワークシ

ョップ 

 

読む 

a: 自然に着想を得た発明や保存食に関する英文を読んで、その内容

理解することができる。 

b: 自然に着想を得た発明や保存食に関する英文を読んで、概ねその

内容を理解している。 

c:自然に着想を得た発明や保存食に関する長めの英文を読んで、未知

の表現があっても、内容を理解しようとしている。 

授業中のワークシ

ョップ 

定期考査 

話す 

a: 自然に着想を得た発明や保存食に関する内容で、自分の考えを簡

潔に伝えることができる。 

b: 自然に着想を得た発明や保存食に関して自分の考えを２文程度の

英語で表現できる。 

c:自然に着想を得た発明や保存食に関して身近な具体例を使って英

語で５～７語程度の英語で表現できる。 

授業中のワークシ

ョップ 

書く 

a: 自然に着想を得た発明や保存食に関して自分の考えを簡潔に英語

で書くことができる。 

b: 自然に着想を得た発明や保存食に関して自分の考えを 2 文程度の

英文が書ける。 

c:自然に着想を得た発明や保存食に関して身近な具体例を使って英

語で５～７語程度の英語で書くことができる。 

課題提出 

定期考査 

期末考査 

３ L9 

聞く 

a: シェアリングエコノミーに関する英文を聞いて、その内容を理解

することができる。 

b: シェアリングエコノミーに関する英文を聞いて、その内容を概ね

理解している。 

c:シェアリングエコノミーに関する英文を長めの英文を聞いて、未知 

の表現があっても聞き続け、内容を理解しようとしている。 

授業中のワークシ

ョップ 

読む 

a:シェアリングエコノミーに関する英文を読んで、その内容を理解す 

ることができる。  

b: シェアリングエコノミーに関する英文を読んで、その内容を概ね

理解することができる。 

c: シェアリングエコノミーに関する英文長めの英文を読んで、未知

の表現があっても聞き続け、内容を理解しようとしている。 

授業中のワークシ

ョップ 

定期考査 

話す 

a: シェアリングエコノミーの利点や問題点について、英語で自分の

考えを簡潔に伝えることができる。 

b: シェアリングエコノミーの利点や問題点について、自分の考えを

１０文程度の英語で伝えることができる。 

c: シェアリングエコノミーの利点や問題点について、伝わりやすい

工夫をしながら英語で簡潔に伝えるようとしている。 

授業中のワークシ

ョップ 

書く 

a: シェアリングエコノミーの利点や問題点について、英語で自分の

考えを簡潔に書くことができる。 

b: シェアリングエコノミーの利点や問題点について、自分の考えを

１０文程度の英語で書くことができる。 

c: シェアリングエコノミーの利点や問題点について、つなぎ言葉等

課題提出 

定期考査 
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に工夫をしながら１０文程度の英語で書こうとしている。 

学年末考査 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


